	総務委員会会議録要旨

	開会日
	平成24年12月10日（月）午前10時00分

	閉会日
	平成24年12月10日（月）午前11時26分

	場所
	長久手市役所北庁舎　第５会議室・災害対策本部室

	出席委員
	委 員 長　　木村さゆり
副委員長　　原田秀俊
委　　員　　すえ規代　　　川本勝幸　　　加藤　武
　　　　　　伊藤祐司　　　丹羽茂雄

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　田一平　　副市長　　　　鈴木孝美
総務部長　　　　　川本　忠　　　　　　　　　　　　　

次長兼人事課長　　山下幸信　　人事係長　　　正林直己

行政課長　　　　　青山　均

財政課長　　　　　福岡智浩　　財政係長　　　井上隆雄　　
情報システム係長　柴田浩善　　管財係長　　　粕谷庸介　　

税務課長　　　　　中條宏之

環境課長　　　　　冨田俊晴

福祉課長　　　　　中西直起　　
長寿課長　　　　　加藤孝之　　
子育て支援課長　　福岡隆也　　課長補佐　　　山端剛史

保健医療課長　　　浅井雅代　　主幹　　　　　中村美枝
土木課長　　　　　加藤　明　　課長補佐　　　矢野克明

産業緑地課長　　　水野　泰　　産業振興係長　大井あずみ
区画整理課長　　　高嶋隆明
教育文化部次長兼教育総務課長　布川一重　　

課長補佐　　　　　高崎祥一郎　同左　　　　　日比野裕之
監査委員事務局長　角谷俊卓

計　27人

	職務のため出席した者の職氏名
	副議長　　　　　　加藤和男
議会事務局長　　　松原幸雄　　局長補佐　　　貝沼圭子

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言
承認第４号

財政課長　　　承認第４号平成24年度長久手市一般会計補正予算（第２号）について説明

原田委員　　　３年前の衆議院選費用と比較して何点か伺いたい。まず、人件費が大幅減となっているが、事務機器の導入による合理化か。

行政課長　　　自動分類機の購入、期日前投票システムの導入によるものである。

原田委員　　　開票管理者・立会人報酬の平成21年度決算は８人分となっているが、今回の補正予算は対象者21人で計上している。この差は何か。
行政課長　　　最大の対象者数で計上した。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

承認第４号平成24年度長久手市一般会計補正予算（第２号）については、全員が賛成。

承認第４号は、原案のとおり可決
議第53号

財政課長　　　議案第53号平成24年度長久手市一般会計補正予算（第３号）について説明

すえ員長　　　歳出の３款民生費　１項社会福祉費　８目福祉の家費の光熱水費が前年比12.9％増の要因は何か。

長寿課長　　　平成22年度、平成23年度で比較すると、使用量は減少、料金は増加した。これらのことから、料金単価の値上がりが要因である。

加藤委員　　　歳出の３款民生費　２項児童福祉費　５目保育園費の民設民営保育園への保育所整備事業補助金の補助率はどのようか。
子育て支援課長
　整備費の負担は、国が２分の１、市が４分の１、事業者も4分の1負担する。
加藤委員　　　建物整備に対する補助か。
子育て支援課長

国庫補助金の内訳は、建物の賃借料に2,000万円、改修費に1,250万円。事業者が建物を借りて行うため、賃借料に対する補助がある。

原田委員　　　歳入の1款市税　１項市民税　１目個人の所得割について、個人所得額と納税者数の伸び分はどのくらいか。

税務課長　　　所得額は、平成24年度予算では、0.98ポイントで見込んでいたが、実質1.027ポイントとなり、その差額約１億2,000万円を補正予算として計上した。また、納税者数は、平成23年度比418人増となった。

原田委員　　　歳入の４款県支出金　２項県補助金　２目民生費補助金の内、子育て支援対策基金事業費補助金の内訳はどのようか。

子育て支援課長

　　　　　　　新設の民間保育園への保育所整備事業補助金が3,250万円、要保護児童対策費として家庭児童相談室の改修に48万3,000円です。

原田委員　　　歳出の３款民生費　１項社会福祉費　１目社会福祉総務費に国民健康保険特別会計繰出金があるが、基金からの取り崩しもあるのか。
保健医療課長　国保の一般療養給付費の増加に伴い、基金取り崩しの予定もある。

原田委員　　　歳入の14款県支出金　２項県補助金　８目教育費県補助金の木の香る学校づくり推進事業交付金では、地域間交流先の南木曽産材の製品を購入するのか。

教育文化部次長　
この交付金は愛知県産材を使用した木材製品の普及を目的とした愛知県事業のため、愛知県産木材を利用することが条件となる。
　
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

議案第53号平成24年度長久手市一般会計補正予算（第３号）については、全員が賛成。

議案第53号は、原案のとおり可決
議案第６４号

財政課長　　　議案第64号尾張土地開発公社定款の一部を改正する定款について説明

原田委員　　　３町はなぜ脱退するのか。

財政課長　　　今後の公共用地取得予定がないためと聞いている。

原田委員　　　長久手市が脱退した場合はどうなるか。

財政課長　　　本市は、現在は公共下水道処理場用地取得、今後は区画整理事業の際など、公社は有効と考えている。用地取得がなくなればという想定はしていない。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

採決の結果、議案第64号尾張土地開発公社定款の一部を改正する定款については、全員が賛成。

議案第64号は、原案のとおり可決
議案第５５号

人事課長　　　議案第55号長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について説明

加藤委員　　　改正の金額は、特別職報酬等審議会に諮らず市長が決めたのか。
人事課長　　　特別職報酬等審議会に諮る特別職は、市長、副市長、議員と規定されている。

加藤委員　　　教育委員、識見監査委員の報酬額は大幅に上がるが、他市町と比較した平均値としたか、それともみよし市、日進市、豊明市など同規模の市と比較して額を決定したのか。

人事課長　　　近隣市と人口５~８万人程度の県内自治体報酬額を調査したところ、月額支給額の平均が監査委員で識見の委員が７万1,000円、議員の委員が２万8,000円程度、農業委員の会長が２万6,000円、委員が２万円程度となった。上げ幅が大きすぎることも考慮し、識見の監査委員は６万円に改正する案で検討した。
原田委員　　　報酬額の改正はいつ頃から検討し、今回上程したのか。
人事課長　　　非常勤特別職の報酬額の見直しは、９月に各課照会、10月に調査結果を市長へ報告、11月に報酬額見直しの議案提出の決定とした。
原田委員　　　生活給としない職の報酬が上げられたが、職務に対する正当な評価と理解するのか。

人事課長　　　各委員の仕事量、勤務日数などと近隣の状況を考慮して報酬額を決めた。

原田委員　　　今回、保育士などの嘱託員の報酬額の見直しがないのはなぜか。

人事課長　　　各課への照会結果で改正の要望がなかったため。

原田委員　　　嘱託員でも常勤に近い人の待遇改善は、課からの要望がなくても人事担当として検討すべきではなかったか。
副市長　　　　嘱託員には、専門性、継続性を必要とする職場で求めるものは、短時間での労役提供で、一般職と同じ立場で比較するものではない。参考にするべきではあるが、イコールではない。近隣市との均衡を図り、最低限の環境を整えておかないと有能な人材確保ができなくなる。

原田委員　　　例えば、嘱託員の保育士は、市立保育園より民間保育園がいい条件で雇用すれば、市立保育園の保育士が不足する状況は考慮しなかったのか。
人事課長　　　現状で雇用できなくなれば、他の方法を考える必要がある。
原田委員　　　議員は一時金が支給されるが嘱託員は支給されず、同じ非常勤特別職でも待遇格差が大きい。嘱託員に一時金を支給するところもあり、待遇改善をしたうえで報酬額の改正をするべきではないか。

副市長　　　　今回の改正は、平成９年から見直しをしていないものもあったので一斉見直しをした。見直しは、市としてのバランスと近隣との均衡を図ることを主旨とした。
原田委員　　　嘱託員の保育士は、職員と同じ仕事をしている。業務形態ではなく、雇用としてみていかなければ保育の低下につながる。嘱託員の待遇改善を検討してほしい。

人事課長　　　必要があれば見直さなければいけないと考える。

質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

採決の結果、議案第55号長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第55号は、原案のとおり可決
委員長　　　　この際、暫時休憩とする。

11時08分　　　休憩

　　　　　　　11時20分　　　再開

委員長　　　　休憩前に引き続き会議を開く。
議案第６６号

人事課長　　　議案第66号長久手市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例について説明

原田委員　　　費用が発生した場合の支払い方法はどのようか。

人事課長　　　この条例で金額、支給方法を定め、一般職の職員に対する旅費の支給の例によると定めている。
質疑及び意見を終了

討論

反対討論なし

賛成討論なし

採決の結果、議案第66号長久手市証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例については、全員が賛成。

議案第66号は、原案のとおり可決
　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午前11時26分　終了
　
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成24年12月10日

総務委員会委員長　　木村さゆり
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